
御
安
械
の
た
め
、
自
前
唱
に
て
如
此
花
御
座
候
。
恐
h
k

賊
言
。

一一月
十

四

日

直

前

-
、
中
村
克
正
の
松
雲
公
御
夜
荷

中
村
仙
間
際
克
正
は
、
久
数
松
裳
公
の
仰
近
侍
に
奉
公
し
御
心
安
被
遊

候
故
、
制
仰
平
生
仰
物
臨
聞
に
て
外
人
の
未
承
都
、
又
は
憾
成
古
古
物
詩

笥
凡
三
百
簡
保
徐
令
筆
記
候
。
御
諾
逝
の
後
一
世
に
翻
之
、
世
宗
へ

可
制
小
股
在
世
六

中
候
故
、
交
て
少
し
成
と
も
正
勝
の
航
、

門
下
に
時四
巾
候

へ
ば
本
川
町
工

陀
好
候
。
只
今
門
下
五
六
班
、
的
志
の
人
も
見
え
候
縛
北
ハ
、
い
ま
だ

皐
力
無
之
、
末
紙
も
し
く
存
に
は
見
及
不
申
候
。
川
郡
山
共
お
の
数
殺
は
、

大
筋
は
取
モ
と
な
ひ
申
間
放
候
。
叫
札
共
候
て
も
声
孝
七
郎
、
侃
地
に

居
巾
山
引
を
し
き
悦
陀
布
候
。
此
人
は
息
災
に
無
悌
怠
勘
巾
候
は
ど
成

就
訓
孟
候
。
さ
て
は
賞
阪
に
て
候
問
、
随
分
自
沓
候
て
段
々
進
益
候

拘
怖
に
と
蹴
巾
候
。
不
入
依
な
が
ら
界
風
筆
に
任
せ
候
。
一
つ
は
貴
殿

成
中
候
へ
ば
、
詐
命
の
し
る
し
と
訂
候
。
夫
と
も
に
集
配
弱
り
候
へ

ば
不
混
成
候
へ
ど
も
、
批
判
榊
は
替
俄
も
無
之
候
故
、
死
巾
迄
は
成
だ

け
勤
巾
覚
悟
陀
て
御
臨
候
。
只
今
江
戸
・京
都
の
勝
、
都
枕
流
布
大
筋

を
取
述
、
後
撃
を
誤
り
申
候
。
も
と
よ
り
大
度
額
を
一
木
に
て
支
へ

ん
と
欲
す
る
械
成
事
に
候
得
共
、
老
夫
を
ば
年
齢
故
少

々
人
も
信
じ

ど
仕
様
な
る
わ
け
も
な
き
背
中
も
、
多
〈
は
太
子
よ
り
始
り
ぬ
れ
ば
賢

君
子
の
沙
汰
陀
は
難
及
。
小
松
の
軍
盛
も
一

円
の
麟
密
を
嘆
き
て
未

亡
の
前
に
命
を
絶
ん
事
を
願
ひ
、
北
ハ
外
あ
ら
ぬ
縁
動
多
き
人
也
。
絞

筒
の
大
臣
な
ど
と
呼
ば
れ
候
事
な
ど
一
事
も
取
陀
不
足
。
何
と
ぞ
一

息
に
て
も
な
が
ら
へ
、
畢
党
の
時
は
命
を
君
へ
奉
り
、
忠
犯
を
も
可

被
途
事
陀
候
。
拙
州
都
は
日
間
忠
隠
と
可
巾
、
只
淡
川
の
一
死
今
少
し
は

や

t
、
発
の
み
残
念
陀
忠
認
候
回
日
仰
窓
被
成
候
曲
。

B
止
鉱

「
、
北
京
へ
鳳
瓜
来
俄
の
設

五
O 

し
、
成
徳
も
装
へ
し
は
皆
此
太
子
よ
り
起
り
し
も
の
也
。
就
中
仰
帥

位
の
時
例
法
を
取
締
へ

、
高
御
座
へ
者
仰
の
時
法
訟
の
文
主
制
し
な

上
り
候
成
御
感
悦
民
間
心
刀
n
候
。
但
外
へ
は
不
州
桜
に
可
相
心
得
旨

御
親
翰
を
以
て
被
仰
向
候
に
付
、
制
本
は
共
家
民
有
之
候
得
北
ハ
不
前

体
制
候
。
税
吉
朋
友
勾
へ
共
内
の
俄
物
鼠
聞
に
は
被
仕
候
。
或
時
被
仰

候
は
、
本
初
に
て
賢
人
・知
子
と
も
抑
制
し
候
人
は
佐
々
と
有
候
や
、
世

上
に
て
も
腕
し
候
俄
党
候
て
可
申
上
回
H
陀
付
、
上
古
の
俄
は
不
出
中
む

候。

中
世
以
後
は
詑
徳
太
子
・小
松
の
大
隠
・榔
正
成
此
三
人
の
桜
陀

人
も
申
候
。
私
式
も
左
械
に
私
的
肯
候
旨
巾
上
候
局
、
拍
車
徳
太
子
を
以

て
資
者
と
す
.
へ
き
都
何
と
も
不
心
得
候
。
五
回
閤
玉
家
の
魁
俄
を
も
飢

今説t家鱗
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鮮
初
病
中
叩
官
懐

w
h

一
臥
a
草
堂
-
都
復
透
。
鳳
風
機
附
総
叫
世
間
・
寂
輪
山
々
節
稲
奏
。
高
裁
怒

A

王
自
巾
附
。
天
入
a
協
和
日
新
】
雨
露
一
地
連
=
襟
幣
-
醤
阿
山
。
太
平
自
v
古

存
候
。
共
外
輪
甑
川
も
術
鍍
公
判
制
迄
叫
山
懸
申
候
。
只
今
手
足
叶
不
巾
、

袴
も
人
に
鴛
消
て
も
ら
ひ
、
訓
附
府
迄
組
問
山
川
候
も
前
後
よ
り
人
に
紋
扶

候
て
、
出
削

t
い
ざ
り
出
申
妙
に
て
殊
の
外
難
儀
に
候
得
共
、
廃
人
民

罷
成
何
の
役
に
も
立
不
巾
候
。
資
て
か
ゃ
う
の
俄
に
て
人
の
銑
陀
も

卒
山
間
半
亥
の
と
し
正
月
十
三
日
、
崎
県
老
人
政
裂
の
平
の
庖
に
し
て

市
を
と
る
。

て
安
鳩
山
卦
の
作
詩

い
ま
し
む
る
と
や
い
は
ん
。
叉
は
世
に
箔
ム
と
や
い
は
ん
。
共
許
す

る
人
の
E

L
る
に
よ
る
べ
し
。
棋
絞
が
い
へ
る
、
母
よ
り
い
へ
ば
賢

と
し
、
斐
よ
り
い
へ
ば
妬
と
す
る
の
た
ぐ
ひ
な
り
。
モ
れ
は
あ
な
が

ち
に
倫
十
る
時
間
に
あ
ら
字
。

ら
か
じ
め
ふ
か
〈
な
げ
き
て
、
た
い
る
に
も
だ
し
が
た
さ
ま
L
応
、
坑
引

に
ま
か
せ
て
し
る
し
ゐ
き
侍
る
。
も
し
此
と
と
の
業
迩
り
う
せ
十
L

て
世
に
取
僻
へ
て
見
る
人
あ
ら
ば
、
か
〈
い
ふ
予
を
許
じ
て
世
を

可
観
小
説
在
品
川
六

t
f
s卜。

品
川

-4n't
汁

F-

故
人
昨
夜
砂
利
得
。
何
都
雌
居
畿
月
深

.m巷
掩

vm綜
寂
h
k
.

草
堂

mv

枕

mA除
ぺ
儒
門
相
帆
ν
子
持
a
文
併
。
側
道
悦
箇
k
h
老
翰
林
↓
此
日
忽
附
献
a

白
雲
一
病
中
欲
v
利
奈
v
徽
み
問
。

太其来志一
極故宇克
闘世も::r'J 
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可 同数
申惇候
とノ: 。

五
O
O

酬
菅
波
刊
耐
刷
新
年
自
a
双
山
世
-
H
許
容
二
首
~
並
依
且
本
持
制
次
。

九
州
仙
川
山
河
山
梅
野
.
武
陵
洞
口
牒
一
級
深
.
槍
江
湖
上
部
流
品
開
。
沼
紛
窓

古
木
午
卦
陰
ι
近
報
己
一
英
材
人
授
v
簡
1

幾
回
文
台
士
成
ν
林
，
却
忠
翫
川
到
=
群

形
外
吋
抗
日
商
談
キ
不
v
鈴
.

社
件
付
-
巡
ν
箱
欲
v
北ハ
s
綿
花
笑
↓
冷
訟
疎
校
牛
不
弘
山
。
今
此
昔日蝉…第

之
迎
.
終
日
目
談
不
v
能
弘
日
仏
長
一一共
晶
」
也
.
程
明
道
云
.
池
辺
a
天




